
　多国籍に事業を展開する企業グループとして、従業員が安全かつ健康的・衛生的に働ける職場環境を構築することは、
世界中のどの事業現場においても実現すべきグループ横断の経営課題です。運用においては、各国・地域の社会事情や
職場環境を踏まえたきめ細かい対応が求められます。
　日立は創業以来、労働安全衛生の取り組みを徹底してきました。現在は「ディーセント・ワーク」の考え方に則り、日本の
現場で培った教訓・知見を生かしながら、グローバルな労働安全衛生体制の整備を推進しています。

労働安全衛生の基本理念
　日立では「安全と健康を守ることは全てに優先する」ことを

基本理念とする「日立グループ安全衛生ポリシー」を世界の全

グループ会社に展開し、グループ一丸となって災害のない安

全・安心な職場づくりに努めています。

日立グループ安全衛生ポリシー
基本理念	安全と健康を守ることは全てに優先する
基本方針	日立グループは「優れた自主技術・製品の開発を通
じて社会に貢献する」という創業以来の企業理念に基づき、
全ての事業活動において『安全と健康を守ることは全てに優
先する』との不変の基本理念の下、安全・健康な職場づくり
に取り組んでいきます。

1.	安全衛生を経営の最重要課題の一つと位置づけ、グルー
プ一体となって常に一段高いレベルをめざした安全衛生
活動に取り組んでいきます。

2.	関係法令並びに各社（所）の自主管理基準を遵守し、基本
に忠実な安全衛生活動を実行していきます。

3.	一人ひとりが積極的に安全衛生活動に取り組み、全員一
丸となって、快適な職場づくりと安全文化の醸成に努め
ます。

4.	関係会社等との連携強化に努め、事業活動に関わる全て
の人の安全と健康の確保に取り組んでいきます。

5.「安全・健康」を最優先とした基本理念に基づく全ての事
業活動を通じて、安心・快適な社会の実現に貢献していき
ます。

（2013年11月改訂）

労働安全衛生の推進体制
　日立が社会イノベーション事業を推進していく上で、労働

安全衛生は重要な前提条件の一つであると考えています。グ

ループ一丸となって、従業員のけがなど労働災害を未然に防

止するため、グローバル共通施策の一環として、製造拠点を

対象とした日立独自の最低限遵守する基準の設定・運用や各

社の実情に応じた取り組みなどの各種安全衛生活動に取り

組んでいます。万が一、災害が発生した場合は即時対応する

とともに、事例をもとに安全衛生の管理水準向上に向けてさ

まざまな改善施策を講じています。日本では法令に従い、拠

点ごとに労働組合、従業員と安全衛生委員会を組織し、毎月1

回開催、労働災害の原因や対策、疾病休業者の状況や注意事

項などの審議および情報共有を行っています。

　2011年度からは、重大な労働災害が発生した日本国内の

グループ会社や事業所を重点安全管理会社・事業所に指定す

る「日立グループ重点安全管理指定制度」を導入。指定された

会社・事業所は、経営トップをリーダーとして、トップダウン、

ボトムアップの両方向から具体的な改善計画の策定・推進に

取り組んでいます。事故原因の究明をはじめ、リスクアセス

メントの見直しによる災害ポテンシャルの低減や、安全衛生

について高い知見をもつ第三者による安全診断など、全社的

な安全管理体制の再整備と重点的な安全対策に取り組んで

います。

　2015年度は、安全統計やミニマム基準の運用により、海外

の安全管理レベルの把握ができるようになりました。今後も

継続的な改善を行い、さらに安全水準の向上を図ります。

労働安全衛生
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